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令和８年度千葉県地域包括支援センター職員研修（現任者） 実施要項 

 

1. 実施目的 

2040 年に向けた地域包括ケアシステムの推進を目指し職員の役割、地域包括支援セン

ターの意義・役割、業務内容、他の専門職種との連携等について理解し、業務を行う

上で必要な知識の習得及び技能の向上を図り、もって地域包括支援センターの適切な

運営を確保することを目的といたします。 

 

2. 実施主体 

千葉県 

「公益財団法人 総合健康推進財団」が千葉県より委託を受けて本研修を実施いたします。 

 

3. 研修対象者 

原則、地域包括支援センター就業６か月以上かつ以下 A～C のいずれかに該当する者

を対象といたします。 

A 県内において地域包括支援センター及び在宅介護支援センターの職員として 

現に勤務している者又は勤務する予定の者（ブランチ及びサブセンターの職員を含む） 

B 指定介護予防支援業務の委託を受けた事業所の職員 

C 県が適当と認める者 

 

4. 研修内容 

【事前動画視聴】 

00:20 地域包括支援センターの役割 

千葉県の現状や課題 等 

【研修当日】 

09:30 開場 

10:00～10:10 開会・オリエンテーション 

10:10～12:30 2040 年に向けた地域包括ケアシステムについて理解し、個別地域ケア会

議を行うためのプロセスを理解する 

【演習・ペアワークを含む】 

12:30～13:30 昼休憩 

13:30～16:20 地域包括支援センターが行う地域ケア会議の事例からプロセスを理解

し、実践につなげるための演習を行う 

【演習・ペアワーク・グループワークを含む（休憩 10 分を含む）】 

16:20～16:30 森永ひ素ミルク中毒事件の報告会について（公益財団法人 ひかり協会） 

16:30～16:40 事務局説明・閉会 

※各項目の内容、時間は都合により変更となる場合がございます。 

 

5. 修了証書の交付等 

研修修了者に対し、「修了証書」を交付いたします。 

遅刻、早退及び中途退出の場合には交付いたしません。 


